
日本大学・生物資源科学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６６５

基盤研究(C)（一般）

2022～2019

「省察的探究」と「ラウンドテーブル」の融合による高大接続教育モデルの実証研究

Experimental Research on EducationalModel of Connecting High school and 
University IntegratingReflective Inquiry and Round Table

００４５２１２８研究者番号：

松田　淑子（MATSUDA, Toshiko）

研究期間：

１９Ｋ０２８５９

年 月 日現在  ５   ６ １３

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：高大接続教育プログラムの開発を目指し、探究の深化と評価の一体化を図った「金沢
大学高大接続ラウンドテーブル」を開発、実践、検証した。その結果、学習者への教育効果、及び学習支援者や
評価者の力量形成の有効性が認められ、本ラウンドテーブルが探究学習にもたらす価値を明らかにすることがで
きた。
また、「金沢大学高大接続ラウンドテーブル」を金沢大学入試システムに位置付け、高大接続教育モデルとして
実践し、評価を受けることができた。

研究成果の概要（英文）：We aimed to develop a high school-university collaboration education 
program.We designed, practiced and verified "High shool-University Collaboration Roundtable-model"
As a result, we found the effectiveness of education for learners and the ability building of 
learning assistants and evaluators.We found that this roundtable is valuable for the depth of 
inquiry learning. The "Kanazawa University High shool-University Collaboration Roundtable" was 
positioned as the entrance examination system for Kanazawa University.It was evaluated as a model of
 high-university connected education.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学校教育における探究型の学びへの転換に向け、評価方法の確立、及び支援者教育プログラム開発は重要課題で
ある。とりわけ、探究を軸とした高大接続教育モデルの開発と普及が最大の課題とされている。
本実践研究により、「ラウンドテーブル」スタイルが探究学習における学習者及び学習支援者や評価者にもたら
す教育効果を証明できたことが学術的意義と言える。また、本「ラウンドテーブル」を大学入試システムに位置
付け、高大接続教育モデルとして提案、評価されたことにより、社会的意義をもたらすことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

1990 年以降、主として先進国で取り組まれてきた所謂「新しい能力」（松下佳代、2010）への
転換は、AI の高度化、ネットワーク化により加速、拡大し、世界共通の教育課題となっている。
日本の学校教育においても、1996 年中央教育審議会答申「21 世紀を展望した我が国の教育の在
り方について」で「生きる力」が示され、OECD「Education2030 プロジェクト」等を理論的背
景に 2008 年学校教育法改正により「学力の 3 要素｣（知識・技能、思考力・判断力・表現力、
学習意欲）が示された。これら一連の流れを背景に、思考力、とりわけ探究力（国際バカロレア
（IB）の 10 の学習者像の第 1 項目は Inquirers：探究する人）の育成が注視されている。 
研究開始当初は、2018 年告示の新高等学校学習指導要領において、「総合的な探究の時間」をは
じめ「理数探究」等「探究」を冠する科目等が複数新設され、高校教育の探究モードへの転換が
明白となった時期であった。一方、高校教育改革・大学教育改革・高大接続改革の三位一体改革
（中央教育審議会答申「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教
育、大学入学者選抜の一体的改革について」2014 年 12 月）が推進される中、大学入学者選抜に
おいても「学力の３要素」の多面的・総合的な評価への転換が迫られていた。2020 年度大学入
試改革を目前に、探究型授業や学力観への転換、探究力の評価方法の開発は高校・大学双方にと
って喫緊の課題となっていた。 
 
 
２．研究の目的 
時代の要請である探究型教育への転換、真に高校生の探究力の育成を図るには、高校生への支

援とともに、学習支援者や評価者である高校・大学教員のこれまでの教育観や教師観、評価観な
どを根底から問い直す必要があり、ダイナミックなアプローチが必要である。教員側の力量形成
も連動させた高大接続教育プログラムの開発が必要である。 
そこで、本研究の目的を以下の２点とした。 

 
（１）探究の深化と評価の一体化を目指した「金沢大学高大接続ラウンドテーブル」を開発、実
践し、学習者への教育効果、及び学習支援者や評価者の力量形成の有効性を検証し、本ラウンド
テーブルが探究学習にもたらす価値を明らかにする。 
（２）「金沢大学高大接続ラウンドテーブル」を新しい大学入試システムの中軸に位置付け、高
大接続教育モデルとして提案する。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、文献等による基礎研究のほか、目的に即して以下３点を研究方法とした。 

 
（１）「金沢大学高大接続ラウンドテーブル」における探究の深化と評価について、以下２点の
調査を実施し検証する。 

①ラウンドテーブル参加高校生の事後レポート及び聴き取り調査の分析 
②ラウンドテーブル参加教員（高校・大学）らへの聴き取り調査の分析 

 
（２）（１）の結果と基礎研究による成果を反映させ改良しながら、「金沢大学高大接続ラウンド
テーブル」を継続実施する。これらと並行し、「ラウンドテーブル」を金沢大学新入試システム
（KUGS 特別入試）に位置付ける。 
 
（３）（１）（２）による研究成果を理論化し汎用性を持たせ発信する。 
 
 
４．研究成果 
目的（１）における成果は以下の通りである。 
「金沢大学高大接続ランドテーブル」で用いたラウンドテーブル手法は、福井大学において

2001 年より継続開催されている「実践研究福井ラウンドテーブル」に依拠し、多様なメンバー
による小グループの中で高校生や大学生（語り手）が自身の探究実践を振り返りながらじっくり
と語り、メンバー全員で聴き合うことで省察を深めるスタイルを踏襲している。（柳澤昌一、2015）。
このスタイルをとりながら、デューイの「探究」における「振り返り反省することの重要性」（（藤
井千春、2010）を理論的枠組みとした「省察的探究」を重ね設計した。 
多様なメンバーによる学びのコミュニティとなるよう設計したグループメンバーの構成は、

図１の通りである。 
 



 
 
事後レポート及び聴き取り調査より、参

加した高校教員や高校生がその後自ら探究
活動に挑戦した事実が多く示され、本ラウ
ンドテーブルのインパクトにより参加者の
実践的学びを引き起こしたことが確認でき
た。また、参加した大学教員は、自身の所
属する学部の入試改革に高校生と大学生に
よる「ラウンドテーブル」を取り入れ実践
するなど、大学教員の意識変革と行動によ
る高大接続改革へとつながったことも確認
できた。総じて、本ラウンドテーブルの高
大接続への可能性への評価、学び合いのコ
ミュニティ創造に対する評価、高校生や教

員の成長や変容を促す効果について確認することができた。 
またその結果、主催者である研究代表者らが教員研修の講師として高校に招聘されることも

多くなり、日常的な高大のつながりを果たした。本ラウンドテーブルから波及した新たな可能性
も開拓されたと言える。 
 
目的（２）における成果として、生徒の探究の深まりを支援することと評価者の評価力醸成の

双方を目指した「協働支援型評価」を提案し、高大接続教育システム開発の視点から実践、提案
することができた。 
その結果、本「金沢大学高大接続ラウンドテーブル」を、金沢大学 KUGS 特別入試の KUGS 高大

接続プログラムに「KUGS ラウンドテーブル」として位置づけることができた。金沢大学 KUGS 特
別入試は、文部科学省高等教育局により、令和 3年度大学入学者選抜における好事例集に選定さ
れ、高大接続改革や大学入学者選抜方法の改善のモデルケースとして高く評価、公開されている。 
 
総じて、探究の深化と評価の一体化を目指した「金沢大学高大接続ラウンドテーブル」により、

学習者への教育効果、及び学習支援者や評価者の力量形成の有効性が認められ、概ね本ラウンド
テーブルが探究学習にもたらす価値を明らかにすることができた。 
さらに、「金沢大学高大接続ラウンドテーブル」を金沢大学入試システムに位置付け、高大接

続教育モデルとして実践し、評価を受けることができた。 
 
今後の課題としては、目的（１）の発展として、探究の深化と評価のための教員の力量形成を、

養成段階から実施できるシステムの開発を実践的に行うことである。また、目的（２）において
は、拡大重視傾向にある育成型総合型選抜大学入試に本ラウンドテーブルを広く位置付けてい
くことである。 
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